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丑、

　　　　　　　　　　、
￥ （62叢還奮21人）

玉

　　　　　＝＝

田　徳　治　（四日町3〉 102 横 綱 徳 、
水

　　　閃

吉太郎　（川治内後） 100

市 村　　ト　ヨ　（伊　達　4） 99 大 関 根 津 ミ ヤ　（田中町本通り） 98

水 落
，
ム　メ　（中条菅沼） 98 関 脇 関 口 ヨ キ　（千　歳　町） 97

古
同 野　席太郎　（北新田1〉 97 小 結 星 名 フ ミ　（中　　　町） 97

村 山　丑太郎（野　　中） 97 前頭1 近 藤 タ ツ　（本　町　3） 96
｛
呂
澤　　ト　ラ　（伊　達　1） 96 2 上 村

阻
ノ
　
、 作（南　　雲） 96

春 日　輿　作　（樽　　沢） 96 3 関 口 ト シ　（昭和町4） 96

数 藤　コ　メ　（小　泉　3） 96 4 上 村 鹿 蔵　（土市　1） 95
｛
呂 澤　ハ　ル　（伊　達　2） 95 5 保 坂 ク 二　（細　　　尾） 95
橋 本　モ　ト　（新　　水） 95 6 徳 、

永 マ サ　（幸　　　町） 95

関 口　あ　　き　（駅　通　り） 94 7 金 井 虎之助　（水沢　3） 94

丸 山　イ　サ　（稲　　　葉） 94 8 中 町 周 衛（為　　永） 94
桑 原　市太郎　（南新田町3） 94 9 関 野 イ ク　（神　明　町） 94

長谷川　シ　ウ　（水　　　口） 94 10 柳 シ マ　（大黒沢2） 93

江 村　ミ　子（中　　手） 93 11 、土

返 田 サクジ　（川治下町3） 93

村 山　イ　マ　（山本町2） 93 12 金 澤 モ ト　（太田島2） 93

小 林　民　治　（幸　　町） 93 13 大
能
’
　
5亀、
虎 市　（七軒町） 93

佐 野　ハ　ナ　（美雪町1・2） 93 14 保 坂 伊勢吉　（姿　　　1） 93

中 林　民五郎（学校町1） 93 15 小宮山 サ キ　（中条八幡） 93

風 間　ト　キ　（長　　里〉 93 16 中 町 シ ゲ　（仙　之　山） 92

樋 ロ　サ　ク　（中　　　町） 92 17 山 上 と く　（田川町3） 92

越 村　龍　平　（新座　3） 92 18 綱 才 吉　（上新田3） 92

福 原　　ト　マ．（川　原　町） 92 19 大
能
’
　●、、

中
’
じ 、 平　（尾　　崎） 92

能
’
　
9 ㌧、
木　キ　イ　（大　　石） 92 20 ｛

呂 澤 運 平　（小黒　沢） 92

水 落　ト　ワ　（上新田4） 92 21 春 川 キ ミ　（上原新町） 92

春 日　イ　セ　（高　山　3） 92 22 西 川 サ ク　（四日町3） 92
曲
日 根　キ　ヨ　（幸　　町） 92 23 佐 藤 アサノ ぐ当　　　間） 92

池 田　　　紋　（梅　　沢） 91 24 池 田 リ タ　（轟　　　木） 91
｛
呂 内　イ　ク　（山本町1） 91 25 ｛

呂 澤 仁 助　（伊達　1） 91

阿 部　喜三郎　（田中町東） 91 26 阿 部 ソ ヨ　（川治下町2） 91

岡 村　キ　サ　（高田町2） 91 27 南 雪
万 イ サ　（中　　　村） 91

佐 藤　サ　ワ　（小泉　3） 91 28 川 崎 ミヨシ　（幸　　　町） 91

村 山　カ　ズ　（伊　達　3） 91 29 太 田 ギ ン　（南　鐙　坂） 91

水 落　米　蔵　（中条新田） 91 30 松 澤 工 ソ　（川治内後） 91

古 澤　ソ　ノ　（安　養　寺） 91 31 山 田 初太郎　（東枯木又） 91

山 口　清　蔵　（稲荷町1） 91 32 滝 沢 ワ カ　（加賀糸屋町） 91

俵 山　コ　マ　（ニ　ツ　屋） 91 33 田 村 ナ カ　（西浦町東） 91

羽 鳥　　ク　ラ　（田川町2） 91 34
藍
’
い 、 木 ス ミ　（学校町1） 91

小 川　恒　治　（尾　　　崎） 91 35 福 崎 ギ ン　（城之古1〉 91

村 山　智　晴　（伊達　3） 91 36 村 山 士
口 治　（野　　中） 91

金 澤　カ　ズ　（太田島2） 91 37 村 山 ヒサノ　（新　宮　1） 91
古
同 橋　フ　キ　（吉田山谷） 91 38 四

石 田 ト メ　（五軒新田） 91

久保田　チャウ　（上　　　町） 91 39 橋 本 ち よ　（水　　　口） 91

田 川　　ト　ミ　（五軒新田） 91 40 池 田 兼 作（桑　　原） 90
波 形　恒　蔵　（魚之田川） 90 41 本 田 徳一郎　（本町西1） 90

林 キクノ　（川治下町3） 90 42 小 林 ヨ シ　（細　　　尾） 90

久保田　ト　ク　（新　　　水） 90 43 古
同 橋 ト セ　（吉田山谷） 90

大 渕　　キ　　イ　（桑　　　原） 90 44 小 嶋 ツ ル　（野　　　田） 90

関 ロ　モ　　ト　（袋　町　西） 90 45 小宮山 ミ ナ　（下条本町） 90

関口 源左衛門　（本町　5） 90 46 江 村 ’ソ マ　（中　　　手） 90

小 川　金　吉　（本町　4） 90 47 経 澤 ノ＼ マ　（美雪町3） 90

大 海　マ　サ　（四日町3） 90 48 阿 部 虐
示
作（稲荷町3本通り） 90

水 落　セ　キ　（水　　口） 90 49 村 山 ツ ヤ　（西浦町東） 90

丸 山　銀　一　（下条本町） 90 50 浦 澤 チ ヨ　（高田町1） 90

大 渕　　キ　セ　（岩　　　野） 90 51 上 村 ミ キ　（太田島1） 90

上 村　節　蔵　（土市　1） 90 52 大 津 茂 八　（魚之田川） 90

斎 木　久　吉　（椌　　　木） 90 53 中 島 ス イ　（川治上町2） 90

服 部　　リ　カ　（笹　之　沢） 90 54 小 杉 ノ＼ ツ　（桑　　　原） 90
田 崎　　ト　メ　（小　泉　3） 90 55 樋

能
’
　
● 』、
ト リ　（中　条　島） 90

金 澤　壮　一　（姿　　　2） 90 56 福 崎 ト メ　（田　　　麦〉 90

藤 橋　碇　司　（錦町　1〉 90 57

　纏灘人の援欝者のお馨犠ちゃん、お

ばあち慰ん．おめで老う欝ざ糖ま奮。

昭和60難が絶o沢．鯛難が籍⑧太驚舗臓慧

ら薙簗増え驚雛縷鶉健康や盤きが雛

を一烈ひ灘鱗が求め竃き距から蓬そ惹

懇雛縷璽。9潟鰺日ぽ蔭敬老の瑞誰

す、議の表紙む2・3環一響はお牟寄

劃の皆さんの話題驚す。

細2歳おじ協ちゃ灘蕪先鷺

韮翻徳治愚鑑（四副町2明治総。潅．4釜》

　曄年の今ごる、風

邪をひい楚り．転紬

だりで寝ている欝麟

ですが、食事ばi家族

みんなと一緒の食毫

で食べ、異含繍の農

繍時は根をつ鈴薫外

へ散歩縫出る愚とも

あ㊨ます。

99歳おぱおおやん太先輩

市村　欝ヨさ轟（傍達嬬明治2憲．6．鰺生）

　針縫糸を通し℃の

繕いもの、ハ耀キと

ホウキを捲って掃除

と．耳が遠いものの

肌もき凝いで＆饗も

元気です。お風醗驚

鯉衷で入り謹す。覆

8時建寝て．朝6騰

譲起きる鱒縄羅霧。

④～⑤

○高齢鷹社会　①御③

○欝民体育犬会撫求一ト

●5万義のひろぱ　⑥　

●お知　ら　せ＠へ

●ぶる毒蓄の歴史散歩

⑨
⑪
⑫

麹
　
～
⑥
＠
歩

　
　
　
散

一丁



口

　9月15日は「敬老の日」、15日から21日は曳老人

福祉週間」、今年のモットーは「豊かな長寿社会を

みんなの力で」です。高齢化は全国的にも進んでい

ますが、当市はさらに早いスピードで進んでおり、

老人福祉はみんなで考えるべき大切な問題となって

います。そこで今回は、当市の高齢化の実態、市で

行っている事業（一部）、元気なお年寄りの皆さん

たちをご紹介します。

年
々
、

9
月
1
5
日
「
敬
老
の
目
』

愚

建
か
な
案
い
の
ぎ

鱒

お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す

　
m
人
の
う
ち
1
4
人
が
6
5
歳
以
上
で
す

　
下
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
当
市
の

総
人
口
と
、
お
年
寄
り
と
い
わ
れ
る
六

十
五
歳
以
上
人
口
の
数
字
で
す
。

　
年
々
、
総
人
口
が
減
る
の
に
対
し
て

六
十
五
歳
以
上
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
六
十
年

国
勢
調
査
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
人
口

が
全
国
平
均
で
一
〇
・
三
％
、
新
潟
県

が
二
丁
八
％
に
対
し
て
当
市
は
二
二
・

三
％
と
、
国
・
県
よ
り
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
八
月
末
現
在
で
は
六
千
七
百
九

十
二
人
、
一
四
・
二
七
％
で
す
か
ら
、
百

人
の
う
ち
十
四
人
が
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
で
す
。

　
こ
の
数
字
か
ら
今
後
も
高
齢
化
が
、

そ
れ
も
国
・
県
よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
・
。

　
ま
だ
ま
だ
若
い
と
言
っ
て
い
る
皆
さ

ん
も
、
い
つ
か
は
必
ず
お
年
寄
り
に
な

る
わ
け
で
す
か
ら
、
老
後
の
こ
と
は
お

年
寄
り
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
安
の
な
い
豊
か
な
生
活
を
し
て
い

く
た
め
に
ー
ま
だ
ま
だ
若
い
と
言
っ

て
い
る
皆
さ
ん
も
老
後
の
生
活
設
計
が

必
要
で
し
ょ
う
。
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

は
健
康
や
生
き
が
い
を
自
ら
求
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
お

互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

数字で見る“とおかまち”の高齢化

総人口④ 65歳以上人口⑤ ③照④ 備　考

昭
5 0．10．1

　　　　人
50，211

　　　　人
5，057

　　　％
10．07 人口は国勢調

査の数字です昭
5 5．10．1

49，555 5，669 11．44

60．8月末 48，345 6，366 13．17
人口は住民基

本台帳の数字

です

61．8月末 47，879 6，575 　　一13．73

62．8月末 47，604 6，792 14．27

載
尼
駄
載

入
会
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
事
業
団

　
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
人
が
会
員
に
な
れ
ま
す
。

屋
内
・
屋
外
と
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
市
内
で
約
三
百
六
十
人
が
会
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
五
百
円
、

希
望
者
は
高
齢
者
事
業
団
（
四
ツ
宮
荘

内
盈
5
7
1
5
7
0
8
）
へ
。

高
齢
者
学
級

　
今
や
生
涯
学
習
の
時
代
で
す
。
月
二

回
、
焼
物
・
手
芸
・
俳
句
・
写
真
・
詩

吟
・
習
字
・
い
け
花
な
ど
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
六
十
歳
以
上
の
人
が
対
象
、

希
望
者
は
市
公
民
館
（
奮
5
7
i
5
0
1

1
）
へ
。
地
区
公
民
館
で
も
同
じ
よ
う

な
学
級
が
あ
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ

　
六
十
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

市
内
に
七
十
一
ク
ラ
ブ
、
約
四
千
七
百

人
の
会
員
が
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
敬
老
号
に
よ
る

旅
行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者
は
お

近
く
の
ク
ラ
ブ
ヘ
。

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係

（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
燭
）
へ

2



L覇劉瞑惣
山田幸蔵さん
（四日町新田370歳）

昭
和
五
十
七
年
に
高
齢
者
事
業
団
が

で
き
た
と
き
、
す
ぐ
に
入
会
し
ま
し
た

　
　
健
康
の
う
ち
は
、

よ
。
健
康
で
あ
る
う
ち
は
働
こ
う
と
思

っ
て
い
た
か
ら
ね
。
草
取
り
、
冬
囲
い
、

高
速
道
路
の
芝
張
り
な
ど
、
い
ろ
ん
な

仕
事
を
し
た
ね
。
今
は
消
雪
パ
イ
プ
工

事
の
手
伝
い
で
す
よ
。

　
よ
く
「
疲
れ
ん
か
ね
」
と
聞
か
れ
る

が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
動
い
て
い
る
か
ら

働
こ
う
と
思
う
ね

そ
ん
な
に
疲
れ
ん
よ
。
た
だ
無
理
は
だ

め
だ
ね
。
体
力
に
合
っ
た
仕
事
で
な
け

れ
ば
長
続
き
は
し
な
い
か
ら
ね
。

　
誠
意
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
、
仲
間

を
信
頼
す
る
。
そ
う
す
る
と
お
も
し
ろ

い
し
、
若
い
者
と
も
一
緒
に
な
っ
て
う

ま
く
や
っ
て
い
け
る
も
ん
だ
よ
。

御詠歌を習い、達者でいます

庭野綾子さん
（川原町・80歳）

　
高
齢
者
学
級
は
九
年
前
か
ら
通
っ
て

い
ま
す
。
ず
っ
と
俳
句
で
し
た
が
今
は

手
芸
も
し
て
い
る
ん
で
す
。
文
化
祭
な

ど
楽
し
い
で
す
ね
。
公
民
館
ま
で
歩
い

て
い
ま
す
か
ら
足
腰
に
も
い
い
で
す
よ
。

「チビッ子公民館」楽しみです

　
チ
ビ
ッ
子
公
民
館
は
三
回

目
の
お
手
伝
い
で
す
。
今
年

は
八
月
十
九
・
二
十
日
と
塩

之
又
山
荘
で
あ
り
ま
し
た
。

終
戦
直
後
の
カ
テ
飯
、
カ
キ

ッ
ポ
、
ス
イ
ト
ン
な
ど
を
小

学
生
と
作
っ
て
食
べ
た
わ
け

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て

く
れ
ま
す
し
楽
し
い
で
す
ね
。

一
緒
に
お
手
伝
い
を
し
た
高

齢
者
学
級
の
皆
さ
ん
も
同
じ

思
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
よ
。

灘…1瀞’◎　　”7　　　磯

　　桑原ノリさん
　　　（丸山町76歳）

昭
和
1
2
年
に
結
婚
、

　
二
人
三
脚
で
金
婚
式

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
随
ば
あ
さ
ん
が
来
た

こ
ろ
は
田
畑
、
養
蚕
と
百
姓
一
本
で
し

た
。
百
姓
仕
事
な
ど
し
た
こ
と
が
な
い

人
が
よ
く
が
ん
ば
っ
た
も
ん
だ
と
感
心

し
ま
す
。
若
い
と
き
の
苦
労
は
、
今
の

幸
せ
を
思
う
と
忘
れ
ま
し
た
わ
。
丈
夫

で
す
か
ら
、
あ
ぜ
の
草
取
り
と
水
の
管

理
は
私
の
仕
事
な
ん
で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
1
1
八
月
二
日
に
子
供

近藤恭佑・タイさん
（上新田173歳・75歳）

と
孫
、
親
せ
き
の
人
た
ち
が
金
婚
の
祝

い
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
花
づ
く
り

や
手
芸
が
好
き
で
す
の
で
、
野
菜
な
ど

の
種
で
作
っ
た
ブ
ロ
ー
チ
を
み
ん
な
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年

の
関
西
・
四
国
旅
行
は
思
い
出
で
す
よ
。

か
っ
た
で
す
ね
。

い
で
若
い
時
教
わ
っ
た
日
本
舞
踊
を
披

露
し
ま
し
た
が
、
全
然
ダ
メ
だ
っ
た
ん

ん
で
い
ま
す
。

で
す
よ
！
こ
う
し
て
一
人
暮
し
を
楽
し
・

　
声
を
出
す
の
で
頭
の
回
転

が
よ
く
な
り
ま
す
ね
。
う
ま

く
は
な
い
が
、
も
う
習
っ
て

か
ら
二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

仲
問
が
出
来
て
楽
し
い
で
す

よ
。
こ
の
間
、
お
墓
に
ス
ス

キ
を
あ
げ
に
行
っ
た
ら
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
！
私
が
水
を
く

ん
で
来
て
あ
げ
る
わ
」
と
手

伝
っ
て
く
れ
た
人
は
、
一
緒

に
御
詠
歌
を
や
っ
て
る
人
だ

っ
た
ん
で
す
。
大
変
う
れ
し

　
　
　
先
日
、
傘
寿
の
お
祝
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さ
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裾

佐藤ミツさん
　（南　雲）

．
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
倒
れ
た
っ
き

り
寝
た
き
り
で
す
。
八
十
四
歳
に
な
り

世
話
の
1
0
年
、
あ
っ
と
い
う
間

ま
し
た
。
体
を
ふ
い
た
り
、
食
事
を
さ

せ
た
り
の
毎
日
で
し
た
。
今
は
母
の
具

合
い
が
ど
ん
な
だ
か
が
分
か
り
ま
す
ね
。

　
お
盆
ご
ろ
ま
で
は
便
器
が
使
え
ま
し

た
が
今
は
オ
ム
ツ
で
す
。
母
の
顔
を
見

て
い
る
と
か
わ
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
は
枕
元
の
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
見

　
　
　
　
（
刻
篇
駄
讐

た
り
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
見
た

が
り
ま
せ
ん
し
ね
。
正
直
な
と
こ
ろ
十

子
だ
か
ら
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
近
く
に
い
れ
ば
だ

れ
だ
っ
て
面
倒
み
る
と
思
い
ま
す
ね
。
　
．

年
は
大
変
で
し
た
。
で
も
あ
っ
と
い
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占

間
に
過
ぎ
た
感
じ
も
し
ま
す
。
実
の
親
嵩
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敬
老
祝
金
品
の
支
給

　
八
十
歳
～
八
十
九
歳
に
な
る
人
に
四

千
円
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
人
に
五
千

円
を
支
給
。
ま
た
七
十
七
歳
、
八
十
八

歳
に
な
る
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

金
婚
夫
婦
お
祝
品
の
支
給

を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
に
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
市

内
で
六
十
八
組
で
し
た
。

10
年
以
上
介
護
者
の
表
彰

に
わ
た
っ
て
お
世
話
を
し
て
き
た
家
族

等
の
人
を
表
彰
し
ま
す
。
今
年
は
市
内

で
七
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き

り
の
人
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
身
の
回

り
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
利
用
者
負
担

が
あ
り
ま
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き

場
合
、
入
浴
乾
燥
車
に
よ
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金
婚
式
（
結
婚
後
五
十
年
目
の
お
祝
）
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寝
た
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り
の
人
を
十
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以
上
の
長
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燃
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り
に
な
り
、
家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
翻

る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
利
用
者
負
担

八
百
二
十
円
で
す
。
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応援1位は川治

▲開会式　14地区2，500入の堂々の入場行進、そして開会式。緑の芝の

フィールドに、間もなく始まる競技・応援の闘志がみなぎっていました。

鱒

麟

▲百足競争400rパノレー　6人／組、

雑本の足がいかに合うかが決め手。

▲紅白玉入れ競争お田さんが拾い、

子供が入職る。歓声でもう大変。

灘
、

　
九
月
六
目
（
日
）
、
陸
上
競
技
場
で
「
第
B
回
市
民
体

育
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド

合
わ
せ
て
九
種
目
に
十
四
地
区
の
選
手
団
、
応
援
団
が
熱

戦
を
展
開
。
競
技
の
総
合
優
勝
は
大
井
田
チ
ー
ム
、
応
援

合
戦
で
は
川
治
チ
ー
ム
が
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
竣
工
記
念
を
兼
ね
た
大
会
と
い
う
一
．
一
と
で
、
特
別
来
賓

に
全
国
大
会
で
活
躍
し
た
往
年
の
名
選
手
の
樋
ロ
三
五
郎

さ
ん
（
中
条
出
身
、
長
距
離
）
と
上
村
道
従
さ
ん
（
水
沢

出
身
、
幅
・
三
段
跳
び
）
を
迎
え
、
ま
去
山
田
和
人
選
手

（
順
天
堂
大
、
長
距
離
）
が
招
待
選
手
で
男
子
三
〇
〇
〇

癖
に
オ
ー
プ
ン
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
。
芝
ス
タ

ン
ド
五
千
人
、
正
面
ス
タ
ン
ド
千
人
と
、
会
場
は
終
日
大

変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

▲障害物521mリレー　障害は．ノト
　　　　　　すいごう
ドル、南京袋、水濠、カンジキー一。

▲二人三脚400mりレー　何と、4

人で走るのと同じスビードの組も。

惣
讐

騒

＞
つ
な
引
き
　
男
二
十
人
、
女
十
入
。
満

身
の
力
を
こ
め
た
三
十
秒
闘
の
闘
い
。

〈
ジ
ャ
ン
ケ
ン
旗
と
り
合
戦
　
ジ
ャ
ン
ケ

ン
、
ポ
ン
。
こ
れ
は
“
運
”
の
勝
負
か
。

＜
昼
　
食
　
国
旗
掲
揚
塔
裏
手

の
杉
林
は
涼
し
く
絶
好
の
場
所
。

食
事
と
話
題
に
大
忙
し
の
ロ
元
。

難
〈
正
面
ス
タ
ン
ド
　
千
人
収
容

の
席
も
超
満
員
。
会
場
を
一
眺
＼

す
ば
ら
し
さ
に
た
め
患
が
。

藷
灘
慧

整
■
必

4
▲紅白大玉送り　30人の頭上を大玉

がおもしろいようにポンポンと。

▲年齢別800mリレー　熱気も最高

潮に。最高9イムは／分44秒9。

▲男子3，000m　トラックを7周辛。

最高タイムは9分／／秒9。



あなたの地区の農業委員です

　　新会長に山田正吉委員

　遠田金市会長が8月8日に亡くなられた

ため、後任の会長に山田正吉委員、会長職

務代理者に宮沢健一委員が、8月18日の互

選会で選ばれ就任しました。

　また、農業委員の担当区域がつぎのよう

に決まりました。農地や農業者年金のこと

など農業のことなら何でもご相談ください。 山田正吉会長

農　業　委　員 担　　当　　区　　域

福島彦造（田麦麿57－9449） 六箇全域、川治上町、川治中町、川治内後、谷内丑、城之古

小林賢祐（津池蜜57－3608） 美佐島全域、上川町、田川町

風間長一郎（長　里費57－9653） 八箇全域、山本町、本町西線東側、川治下町、北新田

庭野甚兵衛（島　智57－5649） 島、高山

庭野重信（西寺町智57－8251） 十日町中心部

山田正吉（四日町3麿57－0119） 大井田全域

大島福治（中条旭町智57－0858） 太子堂、塚田、八幡、上原、上町、中町、背戸、旭町、旭ヶ丘

大島　勇（池谷a59－2310） 市之沢を除き山地全域

須藤一雄（中条島智52－3693） 下町、島、峠、梅沢、中条新田、北原、市之沢・

庭野喜一（新座3智52－3893） 新座全域

尾身正徳（中平費57－4954） 樽沢、名ヶ山、中平

丸山　滋（南鐙坂麿57－6902） 北鐙坂、南鐙坂

入田富治（稲葉麿57－1408） 稲葉、山谷、小泉

尾身栄一一（鉢　1麿57－0627） 高島、鉢、中手

長谷川信一（水　口智55－2626） 仙之山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

阿部栄作（上新田1麿55－2361） 上新田、山際、原、廿日城、栄町

小杉茂樹（蟹沢麿55－2594） 岩野、下条中央通り、桑原、野田、蟹沢、下条本町、為永、山根

佐藤一男（新光寺麿55－2132〉 貝ノ川、新保、水口、下山、新光寺

上村博一（伊達2麿58－2133〉 伊達、天池、細尾

藤田安芳（安養寺費58－3560） 姿、安養寺、幸町

高野松蔵（太田島1費58－2533） 太田島、土市、新宮

太田忠勝（馬場1奮58－3310） 馬場、水沢、珠川、市ノ沢、中在家

村山勇吉（野中行58－3470） 野中、鍬柄沢、池沢、当間、大石、南雲、池ノ尻、漆島

宮沢健一（小黒沢行58－2565） 大黒沢、小黒沢

進出企業㈱ミート・コンパニオンが起エ式

　　　　来年5月、操業開始の予定

　5月に市役所で進出調印を交わした㈱ミート・コンパニオン

新潟十日町工場（本社：東京都立川市、資本金3，500万円、阿

部徳次社長）の起工式が9月3日、建設場所（高山3・十日町

生鮮食品向い側）で行われ、阿部社長、丸山市長、工事関係者

が出席し工事の安全を祈願しました。

　　　　　　　　極鱒・型麗撃齢

　　　　　　　　　　　　　　　　卸売会社で十日町工場では

　　　　　　　　　　　　　　　　枝肉加工を行います。来年

灘覇麟霧鰯麹醤
　出席者が工事の安全を祈願

5　　とFお，ガ夢お　昭和62年9月10日

4月に完成、5月に操業開

始の予定です。当初は従業

員40人程度で月産50トンを

目標にしています。

陸上競技場竣工記念

第73回一

総合優勝は表井田、

講　襲1縢216類1

新　綴　　蜘　　・　　磁 織鞠7ア鱒　晦・麟

　　　　霧一．…’鰭1、撫総磯鞭

贈慧噛，鐙藩嘱『鯉酸謳’1
．懸獺一残嚢』暫’　黛鰯1　、甲　、撃濁辮疑摩
鱗　　　　　　　　璽・

　灘

一
綴
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どうぞ、手づくりメッセージです

　『安全運転お願いします。ボクが作りました。車にさげ

てください』。「ありがとうね。僕も飛び出しちゃだめだ

よ」一8月23日（日）午後3時半から新座農協前で、新座4・

雪の里子ども会（滝沢重徳会長、会員64人）と同育成会

（大塚芳夫会長）では～夏休み行事のひとつとして運転者に

交通安全を呼びかけました。

吸盤つきの手づくりメッセージと冷たいオシボリを子供

たち全員で配りました。県内では交通事故が増えています。

これからは行楽シーズン、一人ひとりが注意しま’しょう。

弾校4年生・社会科の「雪国のくらし」で当市が紹介か雪

されています．それも大手教科書会社4社です．このため、学の
夏休みや冬休みを利用して全国各地の先生方綱人で来市、携キ

また子供たちからの手紙が多くありましたが、今年は新し

い動きがみられます。先生方の団体による視察です。

8月に横浜市泉区と瀬谷区、東京都町田市と3つの社会

科研究会、合わせて120人が訪れました。先生方や子供たち

に少しでも“と、おかまち、を知っていただき、来てもらえ

ればと、克雪対策と観光をP　Rしました。

島
を
曝

箏
ぞ
－
ぞ
く
と 除雪センターで除雪車を見学

鱗噸覇灘雛購

　　　　　H　響光

市街地へ　R117
伊
達 中里へ

ク
リ

　

ゆ
始
め
ぎ

秋を代表する味覚の“クリ、一県内

最大規模の黒沢栗生産組合（葉葺茂組合

長）では「観光クリ園」を始めました。

丹沢・伊吹・大和など、大粒のおいしい

クリです。一度ぜひお出かけください。

全期　間＝9月10日（木）～10月10日（土）、朝

8時半～夕方5時まで　全入園料二大人

（高校生以上）：200円、小人：100円

裏園盒その他一1kg：6・・円で販売もします・

　　また、皆さんがクリ拾いしたクリは1kg

　　：50円で引き取ります。
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ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
肩
幅
、
背
筋
の
伸
　
　
も
な
い
、
自
然
の
行
動
に
任
か
せ
て
い

び
た
均
整
の
い
い
体
格
で
す
。
兵
役
を
　
　
る
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
今
、
稲
刈
り
前

は
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
か
ま

挾
み
教
員
生
活
三
十
年
間
。
そ
の
後
、
　
　
の
草
刈
り
で
腰
に
砥
石
、
手
に
鎌
を
持

農
業
に
従
事
し
て
今
で
も
元
気
ハ
ッ
ラ
　
　
ち
、
畑
で
大
根
、
か
ぶ
菜
、
白
菜
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ

ツ
若
き
古
老
の
姿
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
　
　
　
　
と
鍬
を
巧
み
に
使
い
、
取
り
入
れ

シ
ュ
な
風
貌
で
活
動
家
と
い
う
印
象
が
　
　
前
の
大
忙
し
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

強
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
に
は
、
五
百
層
ほ
ど
離
れ
た
納
屋

　
「
当
時
（
若
い
こ
ろ
）
、
家
の
近
く
　
　
に
行
き
「
わ
ら
じ
・
荷
縄
・
む
し
ろ
」

の
羽
根
川
で
遊
び
、
泳
ぎ
に
行
っ
て
体
　
　
な
ど
の
わ
ら
仕
事
に
精
を
出
す
。
そ
の

を
鍛
え
ま
し
た
。
子
供
の
時
か
ら
体
が
　
　
元
気
な
秘
訣
は
「
野
菜
を
十
分
に
と
り
、

丈
夫
で
し
た
。
私
は
、
意
識
し
て
体
力
　
　
暴
飲
暴
食
は
や
ら
な
い
」
と
ズ
バ
リ
。

を
養
成
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
」
と
優
　
　
　
「
農
作
業
は
相
当
の
体
力
を
必
要
と
さ

し
い
言
葉
づ
か
い
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
。
　
　
れ
て
い
ま
す
が
、
意
識
し
な
い
自
然
の

　
「
私
の
ぺ
ー
ス
は
決
っ
て
お
り
、
午
　
　
健
康
づ
く
り
と
趣
味
を
マ
ッ
チ
さ
せ
て

前
中
に
三
時
間
程
仕
事
を
し
、
新
聞
・
　
　
こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
」

テ
レ
ビ
に
目
を
通
し
ま
す
。
午
後
は
、
　
　
と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

昼
寝
と
小
説
（
歴
史
物
語
や
日
本
史
探
　
　
　
羽
根
川
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て

訪
）
を
愛
読
し
て
い
ま
す
」
と
ニ
ッ
コ
　
　
持
ち
前
の
統
率
力
で
八
十
三
人
の
会
員

リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
よ
く
ま
と
め
て
い
る
と
か
。

　
目
的
が
あ
っ
て
働
い
て
い
る
わ
け
で

灘
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みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は　　総務課文書広報係（盈57－3111内

線213、214）

礁灘灘　　　　’難鑛　麟懸灘難i馨　　　灘灘灘難難灘

鯵
猛
・

ズ口ノ、

　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
白
と
青
の
二
色
の
帽
子
、

の
横
文
字
で
『
ハ
ロ
ー
ズ
』

ッ
i
市
内
で
た
だ
一

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。

飛
び
、

連絡先：丸山スミ子さん

（駅通り　盈52－2482）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
地
に
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
T
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
女
性
ソ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ナ
ー
が

　
　
　
ボ
ー
ル
さ
ば
き
も
な
か
な
か
の

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
練
習
ぶ
り
で
す
。

結
成
し
て
四
年
。
監
督
、
そ
し
て
十

一
人
の
選
手
。
毎
週
水
・
日
曜
日
の
早

朝
五
時
半
か
ら
一
時
間
、
十
日
町
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

「
野
球
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
」
　
「
子
供

た
ち
が
同
じ
幼
稚
園
、
卒
園
後
も
母
親

同
士
で
一
緒
に
何
か
や
り
た
か
っ
た
か

ら
」
そ
ん
な
思
い
で
誕
生
し
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
に
開
か
れ
た
市
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
も
ち
ろ
ん
各
チ
ー

ム
の
主
力
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
代
表
の
丸
山
さ
ん
が
「
市
内
に
練
習

相
手
が
い
な
い
の
で
残
念
で
す
。
川
西

町
に
九
チ
ー
ム
あ
り
ま
す
の
で
時
々
試

合
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
市
で
講
習

会
で
も
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
増
え
る

と
思
い
ま
す
よ
。
女
性
に
も
手
ご
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
数
少
な
い
試
合
、
練
習
が
大
半
に
も

か
か
わ
ら
ず
四
年
間
続
け
て
き
た
の
は

に
、
　
「
み
ん
な
好
き
だ
か
ら
」
の
一
同

の
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
元
気
ハ
ッ

ラ
ツ
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
で
す
。

撚

対戦チームの誕生！待ってますよ

＼

響ノクな喀幽会
ユ，1

働
き
盛
り
、
1
7
人
の
大
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

「
川
治
妻
有
会

み乙し

（
遠
田
　
実
会
長
）
」

青
年
団
活
動
の
主
旨
を
継
ぐ

　
川
治
上
町
一
・
二
、
川
治
中
町
、
川

治
内
後
、
川
治
下
町
一
・
二
・
三
、
妻
有

町
東
一
の
八
町
内
の
平
均
年
齢
三
十
六

歳
、
百
十
七
人
の
大
所
帯
で
す
。
解
散

し
た
青
年
団
活
動
の
主
旨
を
引
き
継
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
く

「
会
員
相
互
の
親
睦
、
地
域
の
発
展
お

よ
び
奉
仕
活
動
」
を
目
的
に
十
二
年
前

に
結
成
、
名
称
は
地
元
の
妻
有
神
社
か
ら

と
り
一
『
川
治
妻
有
会
』
と
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
八
月
の
祭
り
行
事
を
中
心
と

し
た
活
動
で
し
た
が
、
年
々
事
業
も
増

え
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
な
い
と

消
化
す
る
の
が
大
変
な
ほ
ど
で
す
。

　
事
業
を
通
じ
て
ま
と
ま
り
を

　
事
業
ご
と
に
代
表
責
任
者
と
町
内
役

員
を
決
め
、
年
間
事
業
に
全
員
が
参
加

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

主
な
事
業
を
紹
介
し
て
み
ま
す
，
1

　
六
月
下
旬
の
『
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
』
が
最
初
で
す
。
こ
れ
は
会
員
と

家
族
が
対
象
で
、
総
会
で
決
ま
つ
た
年

間
事
業
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
一
つ
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
月
は
観
音
様
で
の
『
盆
踊
り
』
、

そ
し
て
妻
有
神
社
秋
祭
り
の
二
十
六
日

夜
に
は
神
社
で
の
『
仮
装
演
芸
大
会
』
、

一
番
の
事
業
で
す
。
子
供
会
、
老
人
会
、

婦
人
会
な
ど
町
内
中
の
人
が
集
ま
り
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
を
披
露
し

ま
す
。
翌
二
十
七
日
は
『
子
供
み
こ
し
』

が
。
子
供
た
ち
の
本
み
こ
し
と
、
大
人

の
樽
み
こ
し
が
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
十
月
は
『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
、

八
町
内
を
五
地
区
に
分
け
て
の
熱
戦
で

す
。　
十
二
月
は
『
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
』
、
社
交
ダ
ン
ス
中
心
で
す
の
で
年

輩
の
皆
さ
ん
に
も
人
気
で
、
会
場
の
川
治

保
育
所
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
締
め
く
く
り
は
三
月
の
『
雪
上
運
動

会
』
、
五
地
区
対
抗
で
ユ
ニ
ー
ク
な
種

目
の
オ
ン
・
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
業
で
顔
を
合
わ
せ
な
が

ら
広
い
地
域
の
ま
と
ま
り
を
一
歩
一
歩

進
め
て
い
ま
す
。

7と7お』ガ夢3昭和62年9月10日
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　　化活動の中核機関である公民館を

身伝吉さん（八幡田町）と梧沢英男・

した。

　市民の生活に根ざした学習や文

テーマに公民館運営審議会委員の尾

十日町市公民館長にお話をいただきま

活
動
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
が

尾
身
　
市
民
各
層
を
対
象
に
行
事
や
講

座
、
講
演
会
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
内
容
で
特
徴
的

な
も
の
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。尾身伝吉さん

梧
沢
　
①
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
学
習

参
加
の
機
会
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
力
を

借
り
て
大
い
に
奨
励
し
て
い
る
こ
と
。

②
一
年
間
の
学
習
成
果
（
文
集
・
レ
ポ

ー
ト
・
ミ
ニ
コ
ミ
誌
）
が
相
当
数
ま
と

ま
っ
て
い
る
こ
と
．
③
社
会
教
育
機
関

と
し
て
図
書
館
が
な
い
こ
と
も
。
た
だ

し
、
公
民
館
図
書
室
の
移
動
文
庫
”
こ

だ
ま
号
”
は
少
年
少
女
、
親
子
の
読
書

活
動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
．
④
講
師
陣

な
ど
の
ご
協
力
で
学
級
・
講
座
を
三
年

間
位
学
習
し
た
後
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
と
独
立
す
る
こ
と
。

⑤
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
青
年
学
級
（
文

部
大
臣
賞
過
去
二
回
受
賞
）
が
四
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
．
⑥
各
地
区
館
に
職

員
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
、
等
で
す
ね
。

尾
身
　
公
民
館
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら

さ
ら
に
温
か
い
信
頼
関
係
を
保
ち
、
活

動
か
ら
誕
生
し
た
沢
山
の
グ
ル
ー
プ
が

育
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

梧
沢
　
た
と
え
ば
、
尾
身
さ
ん
が
や
っ

て
い
る
演
劇
や
婦
人
学
級
か
ら
固
有
の

グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
動
い
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
ね
。

尾
身
　
公
民
館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
ひ
と
り
で
す
。
活
動
の
流
れ

が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
勉
強
し
て

い
ま
す
ね
。

市
民
二
ー
ズ
に

　
　
　
　
　
　
　
国
際
感
覚

梧
沢
　
私
た
ち
は
、
生
涯
教
育
を
す
す

め
る
立
場
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

な
が
ら
市
民
二
i
ズ
を
も
う
一
度
把
握

し
、
分
析
の
上
、
見
直
し
を
考
え
て
行

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

職
員
・
社
会
教
育
役
員
・
利
用
者
の
リ

ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
研
修
を
積
ん
で

い
た
だ
き
、
お
互
い
に
公
民
館
、
社
会

教
育
の
方
向
性
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が

理
想
で
し
ょ
う
。

尾
身
　
市
民
二
ー
ズ
の
一
端
で
す
が
、

青
少
年
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
絢
ノ
男

　
　
　
　
　
　
　
　
V
・
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
梧

意
味
で
近
年
、
国
際
感
覚
が
醸
成
さ
れ
、

国
際
交
流
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が

多
い
の
で
は
。

梧
沢
　
今
年
、
三
人
の
青
少
年
が
海
外

に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
。

浦
佐
に
国
際
大
学
も
あ
る
の
で
教
育
産

業
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
な
ご

や
か
な
外
国
語
教
室
な
ど
開
設
で
き
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

学
習
し
て
自
主
性
を

尾
身
　
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
学
生

の
大
半
が
主
張
力
が
な
く
、
創
造
す
る

こ
と
が
な
い
限
ら
れ
た
人
間
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
市
民
が
誇
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
が
一
番
。

梧
沢
　
十
日
町
の
生
涯
教
育
を
す
す
め

る
た
め
に
も
十
分
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
ね
ら
い
は
、
勉
強
し
合
っ
て

き
た
者
同
志
が
輪
に
な
り
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が

意
義
深
い
わ
け
で
す
。
尾
身
さ
ん
の
よ

う
に
自
ら
率
先
し
て
や
る
よ
う
に
な
る

と
し
め
た
も
の
で
す
。

図
書
館
建
設
は
綿
密
に

尾
身
　
公
民
館
の
”
活
気
”
は
人
口
が

一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
利
用
者
は
成
人
が
少
な

い
と
お
聞
き
し
ま
す
が
。

梧
沢
　
利
用
者
は
微
増
。
公
民
館
全
体

で
十
五
万
人
、
一
日
平
均
五
百
人
か
ら

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
に

婦
人
層
が
多
く
、
し
か
も
舞
踊
関
係
で

す
。
青
少
年
層
が
弱
く
、
男
子
層
が
薄

い
で
す
ね
。

尾
身
　
柑
沢
館
長
さ
ん
が
冒
頭
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
図
書
館
の
問
題
は
、
入
念

な
計
画
や
十
分
な
時
間
を
要
し
て
す
ば

ら
し
い
も
の
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

梧
沢
　
図
書
館
の
建
設
は
市
民
挙
げ
て

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
十

日
町
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い
理
想
的
な
施

設
で
な
い
と
機
能
し
ま
せ
ん
か
ら
、
市

民
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
方
が
好
ま

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
仮
に

図
書
館
が
実
現
し
て
も
公
民
館
図
書
室

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
ね
。

利
用
者
の
た
め
に

尾
身
　
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
公
民
館

事
業
が
目
白
押
し
、
、
記
念
す
べ
き
事
業

も
あ
り
ま
す
ね
。
市
展
が
二
十
回
、
中

越
地
区
公
民
館
大
会
、
公
民
館
設
置
四

十
周
年
や
公
民
館
ま
つ
り
、
演
劇
ま
つ

り
な
ど
関
係
者
は
忙
し
く
な
り
ま
す
ね
。

梧
沢
　
特
に
公
民
館
ま
つ
り
は
、
年
間

の
学
習
成
果
を
発
表
し
な
が
ら
公
民
館

の
存
在
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
い
い

機
会
な
ん
で
す
。

尾
身
　
あ
と
か
ら
出
来
た
施
設
は
障
害

者
の
利
用
を
配
慮
し
、
よ
く
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

梧
沢
　
本
館
も
そ
の
点
で
は
、
ま
も
な

く
工
事
に
着
手
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
教
育
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に

い
こ
い
の
場
で
あ
り
、
発
表
の
場
で
あ

り
、
大
き
な
役
割
を
果
し
ま
す
か
ら
ね
。

　
最
後
に
、
沢
山
の
方
々
か
ら
貴
重
な

本
を
寄
贈
い
た
だ
き
喜
ん
で
い
ま
す
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
大
切
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

整
理
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
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醜

　
　
　

　
　
ψ

　
　
励

　
　
∠

ラb蕨沸
し
こ
し
こ
し
た

　
歯
ざ
わ
り
抜
群

ー6一

材料（5人分）

●小芋（馬鈴薯）……1kg

●しょうゆ……大さじ5

●砂糖……大さじ4

●酒……大さじ2

●みりん……大さじ1

●油……大さじ4

中林　ノブさん

（悉57馴唇）

　
春
先
、
各
家
庭
で
見
ら
れ
る
や
さ
し

い
料
理
で
す
。

●
作
り
方

①
小
芋
を
タ
ワ
シ
で
よ
く
洗
う
。
②

水
か
ら
徐
々
に
柔
ら
か
く
煮
る
．
③
鍋

に
油
を
注
ぎ
少
し
熱
し
て
か
ら
芋
を
い

た
め
る
。
④
③
に
調
味
料
を
加
え
て
煮

立
つ
ま
で
強
火
に
し
、
あ
と
は
中
火
で

時
間
を
か
け
て
気
長
に
煮
る
。
と
く
に
、

　
　
し
わ

芋
に
雛
が
出
来
て
く
る
ま
で
煮
る
と
よ

い
。⑤
煮
汁
を
見
な
が
ら
、
鍋
返
し
す
る
。

⑥
仕
上
げ
間
近
に
つ
や
出
し
す
る
た
め

に
み
り
ん
を
入
れ
る
。

コ
ツ
◆
汁
け
が
な
く
な
る
ま
で
煮
る
の

で
こ
げ
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
皮
を
む
か
な
い
の
が
独
特
の
風
味
を

出
し
て
く
れ
ま
す
。

“おふくろの味人気ナンバーワン

團
、
、離i・暉畿艇西れ

　　　　　騨・壕　　⑳

蔭轟慧、醗身齊）

　僕，お兄ちゃん。弟（靖雄くん）をいつも遊ん

でやるよ。／0月には￥またお兄ちゃんになるんだ。

妹がいいな。みんなが楽しみにしているんだ。

轟塑叢珍

ヨ町幼児園　⑳

．

甜
＠
＋

纏◎

緯
■

庭野克弥くん（6歳）

十日町公園に親子遠足。お田さんの弁当は最高！

熱
鍵
灘
欝
騨

岡村綾香ちゃん（5歳）

海水浴に行ったの。お田さんと弟と私で記念撮影です。

串やン」眠だより

　　　　　　Vol．6

20人、みんなが主役

鞭
　
　
　
‡

　
瀧　
蝋
　
騰
緩
　
無

　
嚇
　
鞘

蟻　
　
　
灘
蓄

　
全
校
で
二
十
人
。
い
ろ
い
ろ
な
場
面

…
で
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
も
ち
、

…
主
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の

…
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

…
晶
音
楽
交
歓
会
の
練
習

　
全
員
で
演
奏
す
る
二
曲
を
早
く
マ
ス

…
タ
ー
し
よ
う
と
、
一
年
生
も
リ
ズ
ム
楽

…
器
を
持
っ
て
真
剣
な
顔
で
練
習
に
励
ん

…
で
い
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て
、
美
し

…
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
欝
㊥

嚢
皿
羅
皿
譲
　
．

繋
　
蓑
葦

もうすぐマスターするよ

　　（上）感じよくできました

（左）ほら、カボチャだよ

晶
正
面
玄
関
の
掲
示
板
の
飾
り
つ
け

　
月
毎
に
、
低
・
中
・
高
学
年
で
分
担
…

し
、
行
事
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
季
節
感
…

を
出
す
た
め
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
は
、
高
学
年
が
相
談
し
て
、
さ
㎜

わ
や
か
な
秋
の
感
じ
を
表
現
し
ま
し
た
。
…

晶
豊
作
を
願
う
オ
ア
シ
ス
農
園

　
み
ん
な
で
耕
や
し
、
植
え
つ
け
、
世
．

話
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
、
ト
㎜

マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

カ
ボ
チ
ャ
等
の
収
穫
が
終
わ
り
、
あ
と
…

は
サ
ッ
マ
イ
モ
ほ
り
が
楽
し
み
で
す
。

　
そ
こ
で
、
収
穫
祭
を
去
年
よ
り
も
も
…

っ
と
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
、
ア
イ
…

デ
ア
を
出
し
、
話
し
合
っ
て
計
画
を
立
…

て
る
仕
事
も
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。
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コ翻細8管

　　　　　　　　（敬称略）
　社会福祉事業へ一一二三会・会長

板橋道夫（14，985円）十日町軽スポ

ーツタラブ（3，200円）川治老人タ

ラブ（3，700円）稲和会（1万円）岡

村建治（1，000円）中平老人クラブ

（1，500円）市公民館老人講座写真

クラブ（1，500円）市農協運転者会

（1万円）遠田良一（川治下町・5

万円…香典返し）匿名（2万円）春

川（新座・2，000円）

　交通遺児等援助基金一関口潔（加

賀糸屋町・36，100円…廃品回収ほか）

　公園造成へ（あじさい公園）一庭

野久子（学校町1・3，000円）藤ノ

木（稲荷町・2，000円）あじさい募

金箱（42，731円）宮下木工（川西町・

1，000円）浦川原村中保倉地域連絡協

議会（3，0QO円）後山明るい村づく

り（3，000円）きものの集い（34，000

円）

　社会を明るくする運動基金（8目

／7日までの受け付け分）

一累計：／52万5，000円

　坂田文男（学校町1・3万円）村

山武雄（高田町5・10万円）桐屋織

物㈱（昭和町1・2万円）牧野チエ子

（宮下町東・4万円）樋口玲子（神

明町・3，000円）小林盛夫（丸山町・

5，000円）南雲勝次（川治下町・3

万円）太田和光（新潟市・5，000円）

村山一二三（山本町2・1万円）平

岩与志一（新潟相互銀行㈱十日町支

店長・1万円）㈱小嶋屋（本町4・

1万円）小泉区長（5，300円）鉢区長

（3，800円）樽沢区長（2，600円）中平

区長（900円）吉田山谷区長（4，900

円）名ヶ山区長（2，300円）北鐙坂区

長（6，300円）中手区長（1，000円）高

島区長（5，000円）南鐙坂区長（4，600

円）稲葉区長（3，300円）宮内良夫

（寿町1・1万円）杉本武（本町3・

5，000円）村山謙一（山本町5・3

万円）福島栄児（峠・3万円）㈱新

川屋建設工業（川治中町・3万円）

吉澤慎一（本町1・10万円）㈱関芳

織物（本町1・5万円）池田裕（轟

木・3万円）㈱庭野電気商会（高田町

1・1万円）十日町木工㈱（昭和町

1・1万円）高橋平八（上町・1万

円）武田文雄（土市1・1万円）村

山一栄（土市2・1万円）吉田貞夫

市役所盈57－3111（〒948千歳町3－3）

（土市3・1万円）保坂英郎（土市

4・1万円）宮沢直（土市3・1万

円）小林永十（新座4・3万円）春

日国茂（高山3・3万円）村尾正次

（本町6・1万円）尾口干代江（本

町6・1万円）

　公民館へ図書寄贈一村越守（川西

町）佐藤キミ子（川治内後）西村好

明（稲荷町3）小島順子（田川町3）

高木国保（田川町2）根津束吾（宮

下町東）志賀富子（大黒沢）上村竜

一（本町4）建設省信濃川工事事務

所、宮沢次夫（本町6－3）竹内ゆ

かり（川治内後）島田進（田中町）

庭野和隆（千代田町）外山浩（高田

町3）滝澤栄輔（本町1）関口房一

（加賀糸屋町）室岡寛（寿町4）高

橋昌代（中条八幡）大島義孝（駅通

り）根津ヨシエ（宮下町東）水落英

樹（錦町）富井一秋（水沢3）中浜

新四郎（新潟市）佐藤喜八（峠）樋

口善治（丸山町）村山幹夫（土市5）

庭野利雄（西本町）小林由直（小泉）

庭野辰雄（島）関口民治（上川町）斉

木ハルイ（大黒沢東）今井寛（本町5）

樋口雅春（宮下町西）高橋和子（千代

田町）小宮山佳枝（宮下町西）花ヶ前

盛明（上越市）長谷川良雄（田川町1）

灘欝鱗繍i鍵麟鰯難難灘灘灘羅灘羅灘難羅鑛i灘鞭騰難麟鑛灘翻灘難羅難羅錘離鑛灘難羅騰灘麟鰯難翻騰灘羅灘灘難鱗麟難

澹鵬鵬《◎民躍。轡体育課（総合体育館内盈52－4377）

楽しさと正しい練習方法を

　ぜひ、この機会に

■期

■時

■会

■対

日
問
場
象

さわやかバレーボール教室

10月3日（土）

午後1時30分～4時30分

総合体育館

中高校生・一般・ママさ

　んバレーボール愛好者

■参加費無料

■講師菅原貞敬さん（日本バレ

ーボール協会男子強化委員）

第21回

丸山孝さん（ワールドカップ・銀

　メダリスト）松田紀子さん（モン

　トリオール五輪・金メダリスト）

■申込方法　所定の申込用紙に記入

　のうえ申し込んでください。

〒948　十日町市西本町1丁目

　総合体育館内　体協事務局宛

■申込締切日　9月21日（月）

市民スポーツ大会10用0日㊤体育の日

＊申し込み 9月26日（土）までに各事務局・総合体育館へ＊

部　　　　門 会　　　場 期日 参　加　対　象 問合先（自宅）

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路 10日 地域・職域・学生・女子 福崎勝幸（57－9319）

体操競技大会 十日町高校東体育館 〃 中学生・高校生・一般 金子芳信（52－3757）

野
　
球

チャンピオン大会 笹山野球場 〃 　　　　　　｛62年度公式戦優勝チーム 小林　　繁
（57－4508）

学童野球大会 信濃川運動公園 〃 5年生以下の部、6年生の部 〃

バスケットボール大会 総合体育館、南中学校 〃 一般（高校生を含む） 長谷川義明
（57－2874）

卓　　球　　大　　会 市民体育館 〃 中学生・高校生・一般 南雲和幸（58－3172）

軟式庭球大会 信濃川運動公園コート 〃 高校生・一般・婦人 湯沢一彦（57－9166）

硬式テニスシングルス大会 城ヶ丘コー　ト
十日町高校コート

〃 一般（高校生を含む） 渡辺淳一
（57－2852）

繋ユ義アバ陰ン睡競叢農 吉田中学校 〃 小学生　・中学生 庭野哲夫（57－2775）

ノ轄螺劉辮螺濁峡会 十日町高校西体育館 〃 既　　婚　　男　　女 小杉良一（57－0505）

小学生サッガー大会 西小学校グラウンド 〃 小　　　学　　　生 若山　　裕（52－3163）

柔　　道　　大　　会 武　　道　　館 〃 小学生・中学生・一般（高校生を含む） 高橋輝雄
（57－8243）

剣　　道　　犬　　会 西　小　学　校 〃 小学生・中学生・高校生 宮入正一
（52－2351）

空　手　道　太　会 武　　道　　館 〃 小学生・中学生・高校生 尾身ヨリィ
（57－0628）

相撲墨学生新戴戦 西小学校相撲場 〃 小学生（3・4・5年生） 村山国夫
（52－2722）

サ　餐　タ　リ　ン　グ 川　西町方面 11日 中　学　生　以　上 清野山和夫（57－4860）

ヱ0
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良い子が育つ家庭のふれかい一

第7回家庭教育講座

日時9月13日（月）午前10時～

場　所　商工会議所4階ホール

講師高柳和子さん（東京家庭教

　　　育研究所全国講師）

主　催　新潟県明るい社会づくり十

　　　　日町支部推進協議会

⑦作業停電
東北電力㈱十日町営業所台52－3107

　9月28日（月）午前9時～正午◆伊達

2・3の一部、伊達4の全部、土市

1・4の一部、土市2・3、太田島

3の全部　午前1時半～4時

◆川治下町3の一部

舞騒暑認定
伝統工芸士認定事業の受験者をつ

ぎのとおり募集します。

■受験資格

①伝統工芸品の製造工程に直接従

事している技術者

②希望部門について実務経験20年

以上を有する者

■認定部門

①十日町緋「織布部門・緋づくり

部門・染色部門」

②十日町明石ちぢみ「織布部門」

■試験の種類・日程

①知識試験　10月9日（金）午後1時

②実技試験　10月14日㈱～16日㈹

■申し込み

　期間　9月1日（幻～17日（木〉

場所　織物工業協同組合総務部

　　　　（智57－9111）

来場者に粗品進呈一

不動産フェアのこ案内

　新潟県宅地建物取引業協会十日町

支部（21社）は、建設省・県の後援

により、不動産フェアを開きます。

　当日は、優良土地・住宅約100件

をわかりやすく写真・地図で展示し

ます。

■期日　9月19日（土）、20日（日）

■時　間　午前9時～午後4時

■場所クロス10

ユヱ　とおガ夢3 昭和62年9月10日

市役所盈57－3111（〒948千歳町3－3）

お年寄りの医療受給者証が新しくなります

　　　　　　現在使っている老人保健法医療受給者証がすべて更新されます．

　　　　　新しい医療受給者証は、嘱託員を通じて9月末に配布しますので

　　　　　お返しできるように準備しておいてください。

■新しく変わるもの…医療受給者証

■おねがい

　70歳以上（ねたきりの人は65歳以

上）のお年寄りは、所得にかかわり

なく、すべての人が老人保健制度の

該当者になります。

　〉すでに該当している人

　①受診するときは、保険証と医療

国保届ノナ出

謂2ρ
。
・
》
緩圖

遡騨

受給者証（健康手張）を窓口に出

してください。

②保険証が変わったとき（国民健

康保険から社会保険に、社保から

国保に）は、つぎの受診時に医療

機関に必ず出すとともに市民課に

も届け出てください。

〉これから該当する人

①70歳になったとき

②65歳から69歳までに、ねたきり

になったときは、保健衛生課に届

け出てください。

～保健衛生課国保係（盈内線

　　140、141）～

満1歳の思い出事業

つ撫をしぎせ副

　市では、61年度に生まれたお子さ

んの誕生記念に、市の花「山つつじ」

の記念植樹を実施します。

対象昭和61年4月2日～62年4
　　　月1日までに生まれた子

時
所
費
先

　
　
加
込

日
場
参
申

9月27日（日）午前10時～

十日町総合公園（諏訪神社裏）

800円
9月17日休）までに商工観光

課（盈内線230、231）へ。

※今までに植樹された皆さんは、年

に1回位は記念樹の手入れにお出か

けください。かわいそうな黙っっじ、

があります。すでに枯れたりしてい

るものは実費でお分けします。

ρ月交籔全キャンペーン

i9月21日（月）～9月30日㈱
多

1秋の交通安全運動
勇

①子供と高齢者の交通事故防止

②無謀運転（飲酒・暴走・一時不

　停止等）の追放

③正しい方法によるシートベルト

　ヘルメット着用

変更になりました一

　献血受付時間

　市報8月25日号でお知らせしまし

たが、9月16日困織物組合加工部明

石工場の受付時間は正午～3時に変

わりました。

ご相談ください一

検察審査会
　検察審査会の主な仕事は、検察官

が事件を起訴しなかったことのよし

あしや、犯罪の被害にあった人など

から不起訴処分を不服として申立て

があったときに審査をします。

　詳しく知りたい人はお気軽にご相

談（無料、秘密厳守）ください。

　一長岡検察審査会事務局

　　　（盈0258－35－2141）一

唖）交通事故発生状況（）61年1

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 18（14） 21（17） O（1）

川西町 1（1） 1（1） 0（0）

津南町 3（4） 3（7） 0（0）

中里村 1（3） 2（4） 0（O）

小　　計 23（22） 27（29） 0（1）

累　　計 98（112） 117（146） 2（4）
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　市史編さん室

轟麟嚢灘継蓼拶

かんしょ

甘藷の父村山久四郎

　
新
保
村
（
市
内
水
沢
地
区
新
宮
）
の

そ
ほ
う

素
封
家
村
山
家
に
生
ま
れ
た
久
四
郎
は
、

仕
事
熱
心
な
両
親
の
影
響
を
受
け
て
、

若
い
時
か
ら
農
事
改
良
に
意
欲
を
向
け

て
い
た
。

　
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
に
伊
勢
参

宮
に
出
か
け
た
折
、
途
中
の
宿
屋
で
甘

藷
を
初
め
て
食
し
、
お
い
し
さ
に
驚
き
、

保
存
食
糧
と
し
て
貯
蔵
す
る
こ
と
が
簡

　
　
　
　
き
ぴ
き
ん

単
な
た
め
飢
鐘
対
策
に
有
効
で
あ
る
こ

村山久四郎の顕彰碑

と
を
知
っ
た
。

　
何
は
と
も
あ
れ
と
、
芋
数
本
を
持
ち

　
　
　
　
　
た
ね
い
も
　
な
え
ど
こ

帰
っ
た
が
、
種
芋
・
苗
床
・
植
付
け
と

い
う
栽
培
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め

に
、
せ
っ
か
く
の
試
作
は
失
敗
し
た
。

　
そ
の
後
、
甘
藷
栽
培
へ
の
思
い
は
い

よ
い
よ
募
り
、
四
方
に
手
を
伸
ば
し
て

情
報
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
三
島
郡
片
貝

村
の
佐
藤
佐
平
治
家
で
作
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
さ
っ
そ
く
訪
れ
て
指
導
を

こ乞
う
た
。

　
佐
藤
家
で
は
、
心
よ
く
久
四
郎
の
希

望
に
応
じ
、
栽
培
方
法
を
詳
し
く
説
明

し
た
上
に
、
種
芋
ま
で
土
産
と
し
て
分

け
て
く
れ
た
。

　
教
え
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
、
多
量
の

甘
藷
を
得
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
の

後
数
年
を
経
て
見
事
な
商
品
と
な
る
ま

で
に
至
っ
た
。
久
四
郎
は
、
こ
の
甘
藷

の
あ
り
が
た
さ
を
一
人
占
め
す
る
こ
と

で
な
く
、
村
内
各
戸
に
栽
培
を
奨
め
た
。

　
村
中
挙
げ
て
の
甘
藷
づ
く
り
は
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
と
続
き
、
新
保
の
甘

藷
の
名
は
高
か
っ
た
。
村
民
は
、
新
宮

神
社
境
内
に
恩
人
村
山
久
四
郎
の
碑
を

建
立
し
て
そ
の
徳
を
讃
え
て
い
る
。

　
久
四
郎
は
、
甘
藷
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
養
蚕
飼
育
に
も
研
究
を
進
め
、
桑

園
仕
立
て
の
桑
栽
培
に
よ
っ
て
繭
質
の

向
上
を
は
か
る
な
ど
、
地
域
産
業
の
発

展
に
寄
せ
た
功
が
大
き
い
。

一33一

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
　
　
で
大
活
躍

　
　
　
　
保
坂
大
二
郎
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
姿
一
・
1
1
歳
）

　
「
国
技
館
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
の

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
勝
ち
進
む

と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
」
と
う
れ
し

そ
う
な
大
二
郎
く
ん
。

　
八
月
九
日
、
第
三
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
に
佐
藤
輝
明
（
川
治
小
四
年
）

く
ん
、
高
橋
正
人
（
川
治
小
六
年
）
く

ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
準
々
決
勝
ま
で

晴
れ
て
突
進
、
見
事
入
賞
。

　
「
ぼ
く
は
、
身
長
一
六
七
独
．
、
体
重

七
五
キ
。
で
す
。
小
学
三
年
の
時
、
先
生

に
勧
め
ら
れ
て
始
め
ま
し
た
。
得
意
技

は
”
押
し
相
撲
”
で
北
勝
海
が
大
好
き

で
す
。
夏
休
み
中
に
少
し
太
っ
た
か
な
」

と
は
、
な
ん
と
も
頼
も
し
い
わ
ん
ぱ
く

力
士
。

　
「
昨
年
、
時
津
風
親
方
（
元
大
関
・

豊
山
）
の
奥
さ
ん
か
ら
突
然
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
い
て
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
」
と
ご
家
族
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
こ

勉
強
の
合
間
を
抜
っ
て
は
「
四
股
・
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
こ

っ
ぽ
う
・
こ
ろ
が
り
」
な
ど
の
稽
古
で

週
三
回
武
道
館
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
気
は
優
し
く
力
持
ち
の
桃
太
郎
く
ん
。

ま
る
い
土
俵
で
す
て
き
な
夢
を
見
て
大

い
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ト
！

．
ザ
“
大
二
郎
く
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
水
沢
小
学
校
五
年
生
） 甲ぞ．継駈』嬢
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垂
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
・
つ
く
ろ
う
健

　
康
ー
“
ス
ポ
ー
ツ
健
康
宣
言
都
市
”

　
に
ふ
さ
わ
し
い
「
第
1
3
回
市
民
体
育
大

　
会
」
が
九
月
六
日
、
陸
上
競
技
場
で
開

　
か
れ
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
こ
の
日

　
の
た
め
に
前
々
か
ら
猛
練
習
を
、
そ
の

　
練
習
ぶ
り
を
感
じ
さ
せ
た
一
日
で
し
た
。

　
段
と
強
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

　
た
。

　
ー
ツ
・
運
動
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
を
、

　
今
月
号
の
高
齢
化
社
会
の
取
材
を
通
じ

　
て
こ
れ
ま
た
感
じ
ま
し
た
。

ぽじ

撒 蹴
今
大
会
を
通
じ
て
地
区
の
団
結
力
が
一

撒
撚
う
か
。
こ
の
パ
ワ
ー
が
市
発
展
へ
の
強

醐繍
　
い
味
方
に
な
る
ん
だ
、
と
も
感
じ
ま
し

撒
騨
緊
翻
錨
臥
籍
詔
鰭

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

と砺ま妙自然

　ヤマハギ⑥

ユ2

　日当たりのよい山道やなだれ地

などに見られる多年草です。8・

9月ごろ、赤紫色の小さい花が一

面に咲きそろう様は見事です。

　秋の七草の一つで古くから秋の

代表的な花として親しまれてきま

した。

　「ハギ」とも呼びます。ハギは

「生え芽（ギ）」という意味で、古

い株から芽を出すのでこの名がつ

いたといわれます。

　また、秋に咲くので草冠りに秋
　　はぎ
で「萩」と書きます。

市の花山つつ

戴離麟粥継
8月31日現在
住民基本台帳

人口47，604人（前月比＋42）男23，356人（＋11）女24，248人（＋31）世帯数12，343（＋4）


